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概要

●民事訴訟の基本概念から各論にいたるまで､ 身近な具体的事例を引き合いに出しながら､ 理論と実務の両面からわかりやすく
　解説してあるので理解が容易です｡
●訴訟の過程において必要な各種の訴状､ 答弁書､ 申請書､ 申立書､ 判決文などの文例を数多く登載｡ それぞれに〈作成上の留意点〉〈作成上の諸手続〉
　〈参考判例〉などの､ きわめてわかりやすく､ あらゆるケースを想定した具体的で詳細な注意書が付してあるので､ 書類作成の際にたいへん便利です｡
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